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匪．はじめに
　カザフ語（1〈a3aK戯紛はチュルク諸語のうちのひとつで，中国西部からカスピ海沿岸にかけ
ての広い地域で話されている。系統的にはトルコ語と同系の言語である。基本語順は「主語一冒
的語一動詞」の順で典型的な動詞文宋型書語であると零うことができる。カザフ語においてもあ
るものがあるものを修飾するという現象はもちろん見られる。その巾で少し複雑な場念，例えば
日本語で「トルUからの手紙」というような場合の格語尾の付いた名詞による修飾，あるいはま
た「羊の肉を焼く男」「羊の肉を焼くにおい」の違いに見られるようないわゆる「内の関係」と
「外の関係」がどのように表されているかについてはこれまであまり明らかにされていないよう
な印象を受ける。本稿ではカザフ語における名詞修飾表現のうち特に「格語尾の付いた名詞」
「つなぎのことばj「内の関係と外の関係」に重点をおいて解明記述する。
1．i．　カザフ語の語順
述語は文末に来る。穏酌語は動詞に先行する。
H￥p6esc　cy油Ti　l）「ヌルベク（人名）は水を飲んだ。j
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修飾語は被修飾語に先行する。
　YnKeu　acxaHa　f大きな食堂」
　eH　Y照eH　acxaHa「いちばん大きな食堂j
　KaAaRa　eff　YXKeH　acxaHaヂ町でいちはん大きな食堂」
　MeH　TYPFaH　scanana　eH　Y照e鷺acxaHa「私が住んでいる1町でいちばん大きな食堂」
　修飾部の長さによって前からかかったり後からかかったりということはない。また，英語にあ
るようなタイプの関係詞は存在しない。
　このように，修飾において語順の違いはないわけだから，修飾における外冤上の違いは形態的
な違いにしか見ることができない。
1　．　　2　　名言苺イ【多套箏
　まず，名詞とは何か，修飾とは何かということが問題になるであろう。深く考えていくときり
がないのだが，本稿で名詞と呼んでいるものは，カザフ語では3aτeciMと呼ばれているものであ
る。ここでカザフ語の品詞分類について従来からの説を見ておくと，例えば｝〈a3ipri　Ka3aK　Tini
（以下KKTと略）は次の9種類の贔詞に分類している2㌔
　i．3aT　eciM（名詞）2．　cblH　ec通（形容詞）3．caH　eciM（数詞＞4．ec癩漁〈代名詞＞5．
eTicTiK（動詞）6．　YcTey　cθ3（副詞）7．e融Teyi還（擬音詞）318．　Ke齢職i　ce3（助詞）4｝
9．ORaFath（感動詞）
　他の研究，例えばGeng（1989）においても，上にあげた分類とほとんど同じである。
なお，本稿の冒的はカザフ語の品詞分類ではないので，従来からの品詞分類に異論をとなえるこ
とはしないで，上にあげた説に従うことにする。
　3aT　eciMすなわち名詞についてKapaeB（1993）は次のように定義している。「ある物質，物体，
自然現象，社会的存在を指すものを3aT　ec泌（名詞）と呼ぶ。名詞のカテゴリーに入る語は，具
体的な物にしろ，概念にしろ，それらの名称を表し，『誰』『何』という問いに答えるものである。j
KKT等他の研究でも見解は大体隅じようなもので，いずれも伝統的な立場に立って「誰」「何」
に答えることのできる語類が名詞であるとしている。本稿ではカザフ語の名詞の定義については
これ以上深入りはしないが，他の品詞との境界について少しだけ触れておく。
　カザフ語では名詞と形容詞（Cblx　eciM）の間に線が引きにくいことがある。物質を表す，
aXThlK「金」，　KY面c「銀」等は名詞とされているが，形容詞的な性質ももっている。また，一般
に形容詞も名詞もそれらに付く文法的な接尾辞は購じ様な種類のものが多く，名詞にしか付かな
い種類の語尾・接尾辞，逆に形容詞にしか付かない語尾・接尾辞というものは多くない。また，
一部の語は名詞であるか副詞（YCτey）であるか判断に苦しむ。6YriH「今日」，　ePTeRヂ明日」等
は副詞（yCTey）とされることが多いが，名詞と同じように格変化する（例：6yriHre　ne6iH「今
日まで」（－reは与格語尾）＞e
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　このような問題はあるが，～応定説に従うことにする。
　次に修飾とは何かということであるが，これもそれだけ大問題である。本稿では寺村（1980）
を参考にして，名詞修飾を一応，「名詞を申心とする，そして全体で名詞として文中で機能する
内心構造のその名詞に付随している形式」というように定義しておく。
　また，修飾というと，いわゆる制限的な修飾と非制隈的な修飾の違いが問題になることがある。
カザフ語では制限的な「私が昨日会った学生」はM磯Kel1le　Ke3EecKeH　oKyMblで，非制限的な
「私が昨日会ったヌルベク」はMeK　Kellle　sce3KecsceH　HYP6eKであり，OKylllblとHYP6eKを除いた
部分は全く同じで，少なくとも形の上では制限用法と非鋼限用法の明確な区別はしていないよう
である。本稿では以下，制限・非制限の違いを意識しないで分析を進めていくことにする。
2．名詞による修飾
　カザフ語に限らず，名詞が2つ以上並んでどれかがどれかを修飾することが見られる。その場
合それらの2つ似上）の名詞の結びつきの関係はさまざまであり，それらの関係が外見上形の
上でどのようにあらわれるかは欝語によっても異なるであろう。カザフ語で名詞が名詞を修飾す
るとき，日本語などに見られない特徴として，修飾される方の名詞に三人称の所膚接尾辞が付く
ことがある。三人称の所有接羅辞について触れる繭に，所有接尾辞とはどういうものであるかに
ついて簡単に見ておくことにしよう。所有接尾辞とはその名詞の所膚者を示すもので，例えば，
「私の家」なら，「家一私の」というように「私の」を意味するものを接尾辞でもって表す。Yth
「家」を例にとると，それに付く所有接罷辞は次のようになっている。
　Yca隊」
　撚一泌ヂ私の家」　朗一i面3「私達の家」
　yk－iH「磐の家」購一及ep魚隠達の家」
　揃一i「彼の家・彼らの家」
これらのうち三人称の所有接尾辞，すなわち，－i（とその異形態）5｝が名詞による名詞修飾に
蘭わってくるのである。
　名詞による名詞修飾で外見上もっとも単純なパターンと書えば名詞がただ単に2つ（以上）並
んでいる場合であろう。ただしカザフ語にはこのパターンはあまりなく，名詞が2つ（以上）並
ぶと被修飾名詞に三人称の所有接尾辞が付くというパターンが多い。また，名詞が2つ並んでで
きたものがいわゆる名詞句なのか，複合語であるのか問題になることがある。例えば「アンカラ
（地名）の大学」と「アンカラ大学」。カザフ語では「アンカラ大学」は“A甑apa　y照BepcmeTi”
であり，やはり三人称の所有接尾辞が付く。5）
　名詞が名詞を修飾するとき，修飾する名詞と修飾される名詞のあいだにつなぎのことばが介在
することがある。というより言語によってはつなぎのことばが間に入るほうが一般的で，例えば
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H本語ではつなぎのことばが介在することによってはじめて名詞を修飾することが可能になる
（益岡1994）と言われている。その場合接続の機能を果たす代表的な語はfの」である（益岡1
994＞。カザフ語のつなぎのことば全般については後でふれることにして，ここでは「の」だけに
ついて考えると，「の」というとカザフ語では属格語尾（－H垣～H顕～nb！H～耳魚～τ敏～Tbl幻
が思い浮かぶ。属格語尾は実際“MYxTap　eye308T圃MblFapMacbl”「ムフタル・アウェゾフ（人
名）の作品」のように名詞修飾にも用いられる。しかし，属格語尾はあくまで語尾であり基本的
に名詞にしか付くことができない7＞。他の格語尾に付くということはないので＊－Ee　－KiK＊－
re－H擁等の形もない。9）したがって日本語の「の」とはかなり違うものであることを頭に入れ
ておいた方がいい。
　名詞が名詞を修飾する場合（構造で），修飾するほうの名詞を名詞1，修飾される方の名詞を
名詞2と呼ぶことにすると，名詞2が動詞の名詞化したものか，または，ある動詞と関係づけら
れるとき，名詞1が名詞2に対してなんらかの格関係をもって修飾する場合がある。カザフ語で
はそのようなときにどのような現象がおきるかが問題であるが，その前にカザフ語の格とそれを
表す形式についてごく簡単に見ておくことにする。格とは何かということも大問題であるが，こ
こでは形態的な面を重視して，従来からのカザフ語文法研究に従うことにする。
　従来からのカザフ語文法では格は格語尾によって示されるとされ，次の7つが格として認めら
れている。1．主格（aTay　cenTix）2．対格（Ta6bic　cenTiK）3．属格（i艦ceRcrk｛）4。与格
（6apbic　ce畷K）5．位格（）ffaTb王c　ceKTiK）6。奪格（MblFblc　ceRTiκ）7．補助格（KeMeκTec　cefiTiK）
　ここで簡単に格の用法を概観しておく。
2．1．　格の爾法9）
主格
　カザフ語の主格は格語尾ゼロ。用法としては，主語，非限定の冒的語などを表す。
　MeKTeewe　6ana”ap　o雌恥三「学校で子供たちが学んでいる。」
　RYP6eK　cy抽τi「ヌルベク（人名）は水を飲んだ。」
属格
　語尾一HiK～HblH～恥聡～niH～TiH～丁顕限定修飾語になる。
　AHa　TaynblK　6頭KTiri　eKi　raY3　MeTp　l｛elleni．「あの山の高さは二百メートルである。」
　1｛aπa瓢b13恥環6aKHaCb王eTe｝ftaKCb1．「我が町の公園はとてもよい。」
　カザフ語に限らず，チュルク系の欝語では名詞が名詞を修飾する場合に限定修飾と非限定修飾
の二つのタイプが見られる。非限定修飾とは二つ並んでいる名詞の前のほうの名詞が主格（格語
尾ゼロ）である修飾法である。一方，限定修飾のほうは前に来る名詞が属格になる。また，どち
らの場合も後ろに来る名詞には所有接尾辞が付く。この二つの修飾法の違いは，カザフ語と岡じ
くチュルク系の言語であるトルコ語では，限定修飾法は「所有」，非瞑定修飾法は「種類」を表
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すと醤われている（勝田1982）が，これはカザフ語にもそのままあてはまる。例えば，限定修
飾による（aHa）e艶朋擁TaKKffCb1は「（その）婦人の（所有している）帽子」という意味である
のに対し，非限定修飾によるePten　TaKM”Cblは「婦人（用）の帽子」という意味である♂°）
対格
　護吾尾　一Hi～Kbl～nbI～Ei～Ti～Tbl
　限定臣的語やある種の修飾成分がついたB的語を表す。それ以外の饅的語は対格語罷を付けず
に（一格語尾なしで）表される。
　HYp6eK　6凱濫aHTb玉6x6nxoTescallaH　aftHbl．「ヌルベクはこの本を図書館で借りた。」（cf．
HYP6eK　6x6＃KOTeKanaH　KiTaH　aftnbl．「ヌルベクは図書館で本を借りた。」）
与格
　言吾尾　一re～Fa～Ka～Ke　o
　1）方向を表す。
　Oll　ePTex　TamsceHTKe｝KYpeAi．「彼は明日タシュケント（地名）へ行く。」
　2）時間を表す
　MeK　eKi　KYHre　p￥sccaT　allmilM．「私は二日間の休暇をもらった。」
　3）値段を表す
　Byn　KiTarrTbl　OTbl3　Texreve　a涯恥王M。「この本を30テンゲ（通貨の単位）で買った。」
位格
　語尾一一・ne～na～Ta～Te場所，時間を表す。
　Ca㈱a　MeSCTenTix　3aAbmlla　K照O　KθPfii．「サイラ（人名）は学校のホールで映画を見た。」
　Hyp6esc　allTbl｝KaCblHlla　OKyFa　Kipni．「ヌルベクは6才のとき入学した。」
奪格
　君吾尾　　一　EeH～瓜a蕪～TaH～Te蕪
　1）でどころを表す。
　Hyp6eK　MeKTenTeH　KaPtTblll総服i．「ヌルベクは学校から帰ってきた。」
　2）材料を表す。
　嬢aHO珊瓢a　aFaurTaH｝Kaca∬FaH臓Kθll．「El本には木造の家が多い。」
　3）比較を表す。
　Mbma　aT　axa　aTTag｝xaKCblli）．「この馬はあの馬よりいい。」
補助格
　言習尾　　一Me｝｛～6eH～neH
　補助格にはいろいろな用法がある。Geng（1989）は次のように分類している。
　1）道具を表す。
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MeH　KaxaMMeH｝Ka3nblM。「私はペンで書いた。」
2）共同関係を表す。
HYP6eKffeH　eHriMeneCTiM．「ヌルベク　（人名）と話をした。」
3）動作の仕方を表す。
Oit　blKxaClleHτblKEanbl．「彼は注意して聞いた。」
4）時間を表す。
Ox　TaK　aTblcblMeH　opHblKaH　T￥pblil　KeTTi．「彼は日の出とともに起床した。」
5＞原因を表す。
MeH｝K￥MblcgeH　sceAe　anMath　sca”kblM．「私は仕事で来ることができなくなった。
　格の主な用法は以上の通りである。
　次にこれら格語尾の付いた名詞が他の名詞を修飾する場合にどのようなことが起こるかをみて
いく。
2．2．格語尾のついた名詞による修飾
　日本語では「トルコからの手紙」「イスタンブールへの道」のように格助詞の付いた名詞が他
の名詞を修飾することがみられる。そして格助詞のついた名詞が他の名詞を修飾する場合，「の」
を介することがある（例イスタンブールからの直行便）一方で「に」の付いた名詞のように
「の」を介しての修飾ができないものもある。（例．＊東京にの友人）。
　カザフ語では格語尾のついた名詞が他の名詞を修飾するとき，つなぎのことばとして何がある
か，消える格語尾はあるか，あるいはそもそも格語尾のついた名詞が他の名詞を修飾することな
どあるのか等わかっていないことが多い。そこで本節では以上のような点の解明を冒標にする。
　それでは，カザフ語の格講尾がついた名詞が他の名詞を修飾する場合，どのような現象がみら
れるか，順に見ていくことにする。
　属格
　属格の名詞は他の名詞を修飾することがその本来の役割のようなところもあるのであえて触れ
る必要はないであろう。属格の名詞が他の名詞を修飾する場合，修飾される方の名詞に所有接尾
辞が付くことを忘れてはならない。
　HYP6eKTix頂Kipi「ヌルベクの意見」
　位格
　位格の名詞は位格の名詞はri（異形態ri～Fbl）を接尾させることによって名詞修飾ができる
ことが知られている。例：AnMaTbnaFbl　Tyblc「アルマアタ（地名）の親戚」。ではriなしに名詞
修飾が薯能かというと，普通はできない。例：＊A灘aτ珊aTYbxc（アルマアタで・親戚＞
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　－riを付けることによって連体修飾か連用修飾かがはっきりする。
　TOSCMOAarbl避㏄b猟M畷eKriMeaeCTiM．「東京の友人と話をした。j
　TOKKOAa　fiocsrMMeB　eHriMe刀eCTiM．ヂ東京で友入と話をした。」
与格
　日本語では「トルコへの手紙」のように助詞「へ」にギの」を付けることによって名詞を修飾
．することができる。
　カザフ語では，与格名飼そのままによる修飾，MYraniMHiff　oKyll！blFa｝Kaya6bl「先生の生徒へ
の答え」，鱒e3雌eHT蛮AMePMKara　caRaPbl「大統領のアメリカへの旅行」等は可能である。位格
の名詞に付くことのできる，ゴi（異形態ri～rbl）を与格の名詞に購いることはできない。
　＊TYPKMfiFaFbl　xaT（トルコへ一ri・手紙）
　奪格
　奪格語尾のついた名詞が他の名詞を修飾する場合，下に示したようにそのままでは直接他の名
詞を修飾できないと考えていいようである。
　　＊　TYPKmakaH　xaT　（トルコから・手紙）
　＊　ArarmTaH　Y迦i　caTblR　aπAblM．（木から・家を・買った（caτbm　amabl　＝＝　Wった））
　与格では可能である表現を，他の部分をそのままにしておいて格語尾だけ奪格にかえると非文
法的になる。
　AMepMKaFa　ymaaK　anTaCbiHa　6ip　peτKaga．「アメリカへの飛行機は週にi便だけである。j
　＊AMpHKaEaH　YIIIal£anTacbma　6ip　peT　Kaxa．（アメリカから・飛行機・週に・1・國・だけ）
なぜ与格の場合は可能で奪格の場合は不可能であるかの説明は今のところできない。つなぎのこ
とばが関係しているわけでもなさそうである。与格より奪格の方が用法に多様性があることと関
係があるのかもしれないが，理由の解明については今後の課題にしたい。
　補助格
　補助格の名詞もそのままで名詞修飾が可能な場合がある。
　Hyp6eKTiH　CaapaMeg　eHriMeciH　TblKxxallh！M．「私はヌルベクのサイラとの会話を聞いた。j
　AMeMaeKeTxeH　coFblcKa　HYp6esc　KaTHacTbl．「A国との戦争にヌルベクは参加した。」
　補助格の名詞でもいわゆる道異を表す場合は不可能なようである。
　＊　sca”aMMeK　xaT（ペンで・手紙）
　＊｝〈aPbranamneH　xaTTbl　TaHCblPbm　a組b王M．（エンピツで・手紙・さずけて・得た（受け取った））
位格の名詞のようには一riを付けることはできない。
　＊　KanaMMeffri　xaT（ペンで一ri・手紙）
対格
対格の名詞は動詞の羅的語を表すことがほとんどである。したがって対格の名詞が他の名詞を
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修飾するとすれば，被修飾名詞は動詞と密接な関係があり，対格の名詞は意味的には被修飾名詞
の目的語であると考えるのが自然ではないかと思われる。
　そういう点を考慮すれば，
　TYpyi　acτblKTbl　eHnipeMi3。「いろいろな穀物を生産する。」
という文と密接な関係がある，
　TYpπi　acTblKTbl　oHnipy「いろいろな穀物を生産（すること）」
という表現はある。aCTblKTblは対格語尾をつけたままeHAipyを修飾している。しかし，　OHIIipyは
動名詞であり，「生産」なのか「生産すること」であるのかという問題がある。
　もっと名詞であることがはっきりしている例を探してみる。
　maaHa　TexeBK30pAbl　Taftaft　eTe面3．「（我々は）新しいテレビを要求する。」
という文におけるTaAafi「要求」をとりだして「萩しいテレビの要求」という表現はどうなるか
というと，
　＞KaKa　TexeBM30p　TaAa6blMbl3「（我々の）新しいテレビの要求」となって，対格語尾が現れない。
名詞Ta刀anを対格語尾付けたままでの修飾はできない。
　＊｝maKa　TeπeBva30pnb1　Taxaft（薪しい・テレビを・要求）
　＊｝KaHa　TeAeBK30Pllbl　TaAa6blMbl3（新しい・テレビを・（我々の）要求）
　位格の名詞で可能であったような一riを伴った修飾もできない。
　＊｝ffal〈a　TexeBff30PRblFbl　Ta刀all（薪しい・テレビを一ri・要求）
　動名詞をどう扱うかによって議論はわかれるが，対格語尾の付いた名詞が他の名詞を修飾する
ことは難しいといってもよいのではないかと思われる。
まとめ
　位格の場合はつなぎのことば一riを付けることによって名詞修飾が可能になるが他の格で一ri
が付きうるものはない。したがって一riのつなぎのことばとしての働きは非常に限られていると
言うことができる。そのままで名詞修飾が可能かどうかは格によって，また岡じ格でも用法によっ
て異なる。
3．形容詞による名詞修飾
　形容詞は名詞を修飾するものとしては典型的なものであるということができる。
　形容詞の用法として英語などでは「限定用法」と「叙述用法」の二つがあることが知られてい
る。「限定用法」とはthe　beautiful　flowerのような用法であり，「叙述用法」とはthe　flower
is　beau£iful　などのような用法であるが，ここでとりあげるのは主にヂ限定用法」の方である。
　日本語には「もう少し大きいのをください」の「の」のようなものがあるが，カザフ語には
「の」のような軽い語類が見られない。その代わり被修飾名詞をはっきり書わないとき1こ用いら
42
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論集第16暑く1996年）
れるのが形容詞の名詞用法（CblH　eciMH斌3aTτaHybl）と呼ばれる形容詞の用法である。これは形
容詞に格語尾などを付けて名詞と同じようにふるまわせるものである。
例：YnKeHlli　cblSna「年上を敬え」cf．　Y濫eH　allaMllbl　cbl勘a「年上の人を敬え　（aRaM「人」）」
　逆に讐うと形容詞に格語尾などを直接つけることができるから，「の」のようなものが必要な
いとも言える。
4．副詞による修飾
　副詞は普通，動詞や形容詞を修飾することをそのeg　一一の職能としているが名詞を修飾すること
がないわけではない。
　英語では限られた副詞ではあるがHe　is　oRly　a　child．　Even　Hemer　sometimes　nods．のよ
うに名詞を修飾する副詞がある。また日本語においても「突然の雨」のように「の」を介して副
詞が名詞を修飾する例がある（益岡1994）。
　カザフ語では形容詞はそのまま連用に使えるのでそのぶん本来の副詞は少ないが，もちろん連
爾しか使えない語類も存在し，それらがYCTey（副詞）と呼ばれている。連罵にしか使えないと
いうのはそのままの形では連爾にしか使えないという意味である12＞。例えばKellle「昨臼」ePTeK
「明B」Ka3ip「今」，　TeMeH「下」等は多くの文法書・辞書（Geng　1989，　KapaeB　1993，　Ka3ai£
τiπiK磁rpaMMaTxwacbl（以下KTrと略す），　Ka3aK，　TixigiK　TYci晒p鵬cθ3艮iri等）で翻詞とさ
れているが，これらは一riを接尾することによって名詞修飾が可能となる（例：Keraeri
泓照a灘c「昨日の会議」，epτexri　aya　pa触「明日の天気」，　TθMeHri　1£a6aτ「下の階」）。もっと
も，－riが付いた形を形容詞とみなすことも多く，派生なのかどうかという問題は残る。
5．動詞による名詞修飾
　ここでは，動詞のいろいろな形による名詞修飾を考察する。そして，動詞とそれが修飾する名
詞との関係が形の上でどのようにあらわれるかということを考察の霞的にする。いろいろな形と
いっても，名詞修飾に関係の深い’形というものがある。カザフ語の動詞で名詞修飾に関係の深い
形というと，まっ先に思、い浮かぶのがいわゆる，分詞形である。そこで，まず，分詞形について
概観しておく。
分罰形
　分詞形（ecinve）には，1）reH形と2）eTiH形，それに3）ep形の3つがある叙aひaeB　1993）。
　1）reH形（異形態Faff～正くaH　M｛eH）は過去（oTKeK　maaK）形と呼ばれることもある　（Kapae8
1993）ように，過去を表すことが多い。2）eT擁形（異形態aTb王H～fiTblff～iT搬）は未来
（Keπep　illaK）形と呼ばれることもあるように，未来を表すことが多い。3）ep形（異形態ap～
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p）も未来（Keπep　maec）形と呼ばれることがあるが，未来というよりはむしろaFap　cy「流水」，
MiHep　aT「乗る馬」等のようにテンスとは関係のない用法が主であるようである。
なお，トルコ語では統語的な関係で分詞には主語が立つ分詞と立たない分詞の2種類あるが，
カザフ語では例えば，f私が行った学校」はMeH　6aPFaff　Mel｛Teu，で，「本を読んだ子供」はKiTaH
oKblPaH　6alla，で，醐じ形を使う（cf．トルコ語benim　okud嬉um　kitap；kitap　okuyan　gocuk）。
　次に名詞修飾をその第一の職能としているわけではないが，名詞修飾と関係のないわけではな
い，動名詞について簡単に触れておく。
　動名詞（xurMblA　eciM）は動詞語幹に一yを付けることによって作られる。（例Keny「来ること」，
6apy「行くこと」，｝Key「食べること」，｝Kacay「作ること」）動名詞は格語尾をとることができ，
統語的には名詞として働く。また辞書における動詞の見だし形としてもよく用いられる。分詞に
は現在・過去・未来の別があったが動名詞にはそういった区別はなく，より陳述性が低いといえ
る131。
　終止形についても触れておく。本稿ではカザフ語でalllblK　paPtと呼ばれているカテゴリーに属
す動詞の諸形をまとめて便宜上終止形と呼ぶことにする。具体的には現在形，過去形，未来形が
入り，いずれも人称を表す形式が付き，文を終わらせることができる。
　動詞による修飾というと，日本語では納の関係」とr外の関係」の区別が問題にされること
が多い。そして問題にされる大きな理由として納の関係」「外の関係」といった修飾の仕方の
違いを形式の上で顕在化しないことがあげられる（益岡1994）。また，英語ではいわゆる「関
係節」「岡格節」というものが存在することは書うまでもない。
　一方，カザフ語では日本語における，いわゆる「内の関係」ヂ外の関係」の区別がどのように
されているかについてはこれまで全くといっていいほど解明されていない。もちろん，分詞の用
法などの個々の記述はないわけではないが，例えば，｝くKTなどの修飾の記述では満足のいく答
えが得られない。先にも述べたように，日本語では修飾の仕方の違いが基本的に形の上で顕在化
していないことが指摘されているが，カザフ語では何種類かの形が名詞修飾に用いられる。する
と当然どういう場合にどれを幣いるかという疑問がでてくる。そこで，本稿ではこれら「内の関
係」「外の関係」の区別がカザフ語でどのようになされているか，あるいはなされていないかと
いうことに重点をおいて，カザフ語の節による名詞修飾を解明することにしたい。
5．1内の関係と外の関係
　日本語ではたとえば，
　（1）さんまを焼く男
　（2）さんまを焼くにおい
という2つはどちらも名詞修飾構造で，（i）では，修飾部と主名詞が「男がさんまを焼く」と
いう関係を含みながら，修飾被修飾の形にあるのに対し，（2）はそうではないということが指
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摘されている。（2）では，「においが焼く」わけではないし，「においを焼く」わけでもない
（寺村1975－1978）。これらをどういう名称で呼ぶかは人によって異なるが，本稿では寺村（1975
－ 1878）にならって（1）のような関係を「内の関係」，（2）のような関係を「外の関係」と呼
ぶことにする。
5．1．1。内の関係による修飾
　内の関係では，直接そうなったかどうかという議論の余地はあるものの，二つの文の合成によっ
て関係が成立したと考えることができる。例えば，
　B湖越ci－一　raa3ymbl　i　4）、「この人は作家だ。J
　Byx　E｛a3yMbl　“Kapa　60paH”nereH　poMaHxxbl　｝1｛a3Jibl．「この作家は「嵐」という小説を書いた。j
　－・PB￥il　scici　“Kapa　60paH”nereH　poMaHnbl｝xa3FaH　ma3y田b1．「この人は　「　風」　という小説を
書いた作家だ。」
　上の例では被修飾名詞になる名詞｝Ka3yillblは主格である。それでは，主格の名詞だけが内の
関係を成立させることができるのか，書い換えれば，どの格の名詞が内の関係を成立させること
ができるのかということが問題になる。例えば，E本語では，「から」のついた名詞は底の名詞
になるのが難しいといったことが明らかにされている（寺村1975－1978）。この点，カザフ語に
ついてはまだ分かっていないことが多い。そこで，本節ではどの格の名詞が内の関係を成立させ
ることができるのかに焦点をあてる。なお，カザフ語の格については2．1参照。
主格
　まず，主格の名詞である。カザフ語の格とH本語の格助詞の付いた名詞をごく大まかに対応さ
せると，主格の名詞は「が」格の名詞に楓当すると考えることができる。日本語では「が」の付
いた名詞は例外なく主名詞に転出できると奮われている。（寺村1975－78）。カザフ語の主格の
名詞を見てみると，
　MT畷e紐e　Y麹躍猟maTblp。「犬が床で寝ている。」
　e聡畷e￥PtblKTaff｝KaTKaH　XT「床で寝ている犬」
　HYp6eK　6班6xxoTeKana　sciTaR　oKblff　oTblp．　「ヌルベクは図書館で本を読んでいる。j
　B痴珊o鷲K鍛aKiTaff　OKblll　OTblPFaK　HYP6eK．　「図書館で本を読んでいるヌルベク」
等のようになる。
主格の名詞は問題なく底の名詞に転出できるようである。
対格
　次に体格の名詞を見てみよう。
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H￥p6esc　6a3apllaH　MblHa　KanaMzlbl　a朋b王．「ヌルベクはバザールでこのペンを買った。」
Hyp6esc　6a3aPkaH　aXFaH　MblHa照丑aM「ヌルベクがバザールで買ったこのペン」
対格の名詞も底の名詞に転出できると考えられる。
与格
　続いて与格の名詞はどうかというと，
　Hyp6eK　AXKapaFa　6aPflbi．「ヌルベクはアンカラ（地名）へ行った。」
　Hyp6erc　6apFaH　AHKapa－TYp畷簸顕acTaHacbl　i　4＞．　fヌルベクが行ったアンカラはトルコの
首都である。」
　HYP6eK　l£a”aFaκe服i．「ヌルベクは町へ来た。」
　HYP6eK　KexreH　scaxa－MblrVffceHT．「ヌルベクが来た町はチムケント（地名）である。」
　与格の名詞も底の名詞に転出できるようである。ただしいわゆる時間を表す与格や値段を表す
与格の場合は転出が難しい。？Hyp6eK　OA　KiTanTbl　aRFaH｝総麟C　TelKre「ヌルベクがその本を
買った7◎テンゲ（通貨の単位）」（←H￥p6esc　OA　KiTaffTbl｝Ke筆瓢c　Teurere　anAbl．「ヌルベクはそ
の本を70テンゲで買った。」）時問や値段を表す与格がどんなときに幣いられるかを考えてみると，
当然のことながら数詞あるいは数詞に類したものが与格形になっているときであることがわかる。
そうすると，転出できるかどうかという以前に数詞が修飾されるとはどういうことかが問題にな
るであろう。ここではこれ以上はふみこめないが，カザフ語では数詞と名詞は品詞が違う以上，
名詞修飾と数詞修飾では違う点があることは十分に予想できる。もっとも，時間や値段を表す与
格が全く転出できないわけではなく，やや不膚然ではあるものの次のような例をあげることがで
きる。
　Hyp6esc　pyKcaT　anraH　el｛i　SCYH－oπY麺H　KblCKa　yaKblT．「ヌルベクが休暇をとった［1　H間
は彼にとっては短い時闘である。」
（←HYP6eK　erci　KYHre　pyKcaT　annbl．「ヌルベクは二日間の休蝦をとった。」）
位格
　今度は位格の名詞についてみてみよう。
　HYP6eK　Koga｝C　Y甑e　6ip　weτe”Ril£Ti　Kθp庫．「ヌルベクはホテルで外国人に会った。」
　HYP6esc　meTeXRiSCTi　KepreH　KOHaK　Yfi（OCbL）「ヌルベクが外国人に会ったホテル（はここで
ある。）」
　Hyp6esc　6ip　Kanaka　ayblPbln　Ka珊b三．「ヌルベクは町で病気になった。j
　K￥p6ei£ayPbm　scanrax　KaJla←PtblMweHCI．）「ヌルベクが病気になった町（はチムケント　（地
名）である。）」
位格の名詞も底の名詞に転出できると考えていい。
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奪格
　奪格が日本語の「から」に相当するとすると，日本語では「から」の付いた名詞は先にも述べ
たように底の名詞に転出することが難しいと書われている。カザフ語で奪格の名詞はどうだろう
か。まず，ドでどころ」の奪格から見ていこう。
　HYP6eK　scerue　IcanaEaK　IIIblSCTbl．「ヌルベクは昨日町を離れた。j
　HYP6eK　Kellle　lk正）1｝CKaH殺aπa←Mb1MKeHT．）「ヌルベクが昨臼離れた町（はチムケントである。）」
上のような場合は底の名詞に転出できるが，問題がないわけではない。
　Hyp6esc　MblMucegTTeH　Kell双i．「ヌルベクはチムケントから来た。」
　H￥p6eec　Kenrex匪blmxeHT－Ka3aXcτaffHNR　eH　KepKeM　Kaπacb王．（ヌルベク・来た・チムケン
ト・カザフスタンの・もっとも・美しい・町）
この文を見て，ヌルベクはチムケントから来たと解釈することも不可能ではないが，普通はチム
ケントへ来たと解釈される。このことは日本語においても同じで，「太郎が来た町」というと，
「太郎がその町へ来た」と解釈するほうが普逓であり，なぜそうなるのかについて動詞と助詞と
の結びつきにおいて，「縁が深い」からだとしている（寺村1980）。
　次に「でどころ」と関係のないいわゆる奪格支配の場合をみてみよう。
例えば，次の1｛opryは奪格を要求する（奪格支配）動詞である。
　MeH｝・lyp6eKTiK　vaTiHeH　KOPKaMblH．「私はヌルベクの犬がこわい。」
　MeH　1《opKKaff　Hyp6eKTiH　MTi（oTe　YnKel｛．）「私がおそれているヌルベクの犬（はとても大き
い。）」
　この場合は問題なく転出できるようである。
他に奪格を要求するものとして次のような例をあげることができる。
　EMTKxaHna　6epreH｝Kaya6blM｝lag　muY6a”aHbmτYpMblK．「試験の答えを心配している」
　巫畷muY6allaffbitt　TyPFaH｝Kaya6hlM　kYPblc　eMec　eKeK．「心配していた答えは（やはり）間違っ
ていた。」
これら，奪格支配は奪格をとることが容易に予想されるため，つまり，「縁が深い」ため，底の
名詞に転出しやすいのだと考えられる。
　いずれにしても，奪格の名詞は他の格に比べるとやや難があるとは言うものの，底の名詞に転
出できると考えてよさそうである。
補助格
　補助格の用法にもいろいろあるが，まず道具・手段を表す場合からみていこう。
　Hyp6esc　Yllla｝CfieH総服i．「ヌルベクは飛行機で来た。」
　HYP6esc　KenreH　YIIIaK．「ヌルベクが来た飛行機」
上の例で見るように可能である。
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　次に，共岡関係を表す用法であるが，これも可能と考えていい。
　OSCblTymUblMeH　eHriMeneCTiM．「先生と話をした。j
　MeH　OffriMeiteCKeff　OKblTylllblHblH　aTbl　Hyp6eK．「私が話をした先生の名前はヌルベクである。」
　一方，動作の仕方や時間を表す補助格の名詞は転出が可能ではなくなる。
　Ca蜘a　blKaaCfteH　TblHllallbl．「サイラは注意して聞いた。」
＊Ca⑳aτblUAaFaH　bl耶ac－MblKanaPt．「サイラ・聞いた・注意・このような」
　H￥p6eK　Tau　aTblCblMeH｝KYp盈KeTTi．「ヌルベクは夜明けとともに出発した。」
＊Hyp6eK｝KYpiR　KeTeces　Tau　aTblCbl（ヌルベク・進んで・去った（出発した）・暁・明け）
属格
　最後に属格をみておこう。
　Hyp6eKTiH藤ci　llayKac。「ヌルベクの弟は病気である。j
　iHici　Hayscac　60nFaM　Hyp6eK「弟が病気のヌルベク」
　S￥AKiTafiTb！H　Ma3MYHbl　eτe　Kb13blK．’5｝「この本の内容はとてもおもしろい。」
　Ma3M￥HblθTe　Kbl3blK　6￥x　Kiτallヂ（その）内容がとてもおもしろいこの本」
ここですぐ気がつくのは，被修飾名詞に付いている所有接尾辞（上の例では鋤ciにおけるci，
Ma3M￥Hblにおけるbl）はそのまま残る，ということである。所有接尾辞を肖il除すると非文法的に
なる。
　＊iHi　HayKac　60itFaH　HYP6eK「弟・病気・なった・ヌルベク」
　＊Ma3MYKθTe　SCbl3blK　6yx　KiTan「内容・とても・おもしろい・この・本」
まとめ
　上で見たように，転出が全く不可能な格というのはないが岡じ格語尾が付いていても用法の違
いによって転出が可能な場合と不可能な場合があることがわかる。また，Hyp6esc　KexreH　Kaπa
「ヌルベクが来だ｛濁のようにある動詞が複数の格をとることが可能な場合，例えば一re　Kekyと一
EeH　Keny←re：与格，－EeB：奪格，　Keπy：「来る」）等の場合は，転出したときにどちらの
格で理解されるかに優先順位があるのでないかということも指摘できる。
5・1・2外の関係
　～般に内の関係では修飾される名詞は何でもよいが，外の関係による修飾を受けることのでき
る名詞は～定の意味特性をそなえたものでなければならないと言われている（寺村1975－1978）。
ここでは，寺村による意味特性の類型化にしたがってカザフ語の外の関係の名詞修飾を解明する。
寺村（1980）による類型化は次のとおりである。発話の名詞，思考の名詞，コトの名詞，感覚の
名詞，半叙述性の名詞，相対性の名詞。これらの分類は完全に名詞の意味特性によるものでもな
く，修飾部の内部構造の違いにもよっている。倒えば憶見」は愚考の名詞に，「意向」は半叙
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述性の名詞に入れられているが，その理由はそれらがとる修飾部分の構造の違いによる。日本語
とカザフ語で語義的に似ている語が同じようなふるまいをするとは限らないということも十分承
知の上，あえてまず，語義の似ているものを手がかりにして分析を始める。本稿では，カザフ語
の名詞修飾がどのようになっているかをまず解明することが霞的であるので，まず，各グループ
に意昧的に入ると思われる名詞がどのような修飾構造をとるかを観察し，その後であらためて構
造別に考察することにする。
　外の関係による修飾を考えるときに重要な点として，日本語では「太郎が留学するといううわ
さ」のように被修飾名詞の前に「という」というつなぎのことばが入ることがある。日本語の
「という」によく似た働きをするものはカザフ語ではneveHである。しかしながらllereHがどうい
う名詞の修飾に必要であるかはよくわかっていない。また，日本語では「という」を介しさえす
ればどのような形の文でも名詞につなげることができるといわれているが，カザフ語ではどうな
のであろうか。本節ではこれらの点について解明する。
発話の名調
　発話の名詞はその内容を文の形で表すことができ日本語の発話の名詞は修飾部との間に「とい
う」というつなぎのことばがいると欝われている（寺村1980）。
　発話の名詞にはxaTヂ手紙」，6yfiPblK「命令」，　mayag「返事・答え」，　ecerc「うわさ」，　Texerpa－
MMa「電報」などが入ると考えられる。
　これらがどんな表現をとるか見てみよう。
　xaT「手紙」
　ePTeK　A脳aTb玉Fa　6apaMhlH　kereN　xaT「（私は）あしたアルマアタへ行くという手紙」
のように，被修飾名詞xaTの前にRereHが現れる。　nereHを取ってしまうと非文法的になる。
　＊　epTeH　AnMaTblra　6apaMbm　xaT「明日・アルマアタへ・（私は）行く・手紙」
nereHの前に来る動詞はこの場合6apaMblH　一人称単数現在形，つまり終止形になっている。ちな
みに終止形を分詞形にかえると，
　ePTeH　AnMaTblra　6apaTbm　xaT「あしたアルマアタへ行く手紙（篇明日アルマアタへ送られる
手紙）」
というようになる。これは非文法的ではない，つまり可能な表現であるが意味的にはこの場合ア
ルマアタへ行くのは「手紙」であって手紙に書かれている「人」ではない。つまり「手紙」が
「アルマアタへ行く」ということになり，内の関係の修飾になってしまう。
　次にxxereKの前の部分にどの程度完全な文が来ることができるか見てみよう。
　HYp6eK　A脳aTblFa　Kenni　xxerex　xaT「ヌルベクがアルマアタへ来たという手紙j
　nereHの前の部分，　Hyp6eK　ArrMaTblra　rcenxxiはこのままで完全な文であり，　HYp6eKは主語で
ある。つまり，主語付きの完全な文が来ることができると考えていいようである。次に，疑問文
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が来る表現，
　epTeK　AxMaTblFa　Kelleci36e　aereH　xaT「あしたアルマアタへ来るかという手紙」
も可能である。もちろんこの中のepτeu　AnMaTblFa　Ke”eci36eはそのまま単独で疑問文に用いら
れる（EPTeK　AnMaτb！Fa　Keneci36e？　「あしたアルマアタへ来ますか。」）。続いて命令文はどう
かというと，これも，
　ePTeu　AnMaTblFa　Kell　xxereu　xaT「あしたマルマアタへ来いとい手紙」
のように問題ない。RereHの前には疑問文，命令文など完金な文が来ることができると考えられ
る。
　6Y疏Pbl蓋く　「命令」
　7－a甑b照，25－KYHi　AnMaTblFa　KeA　llereH　6Y⑳b賦「7月25冒アルマアタへ来いという命令」
これも上のxaTの場合と同じく，nereHが現れ，　llereffの前の動詞は命令形である。　rceπの前の部
分はやはり文であると考えられる。ただし，6頭Pb職は，　llereHの前に他の終止形ではなく命令形
が来ることが圧倒的に多い。これは，6畷PblKの持つ意味によるものであると考えられる。　AereH
の必要性はどうかというと，Aerexを取ってしまうとやはり非文法的になる。
　＊7－a瓢珊，25－KyHi　A”MaTblFa　Kex　6yPtpblK（7月の・25日・アルマアタへ・来い・命令）
　＊7－a甑磯，25－KyHi　A”MaTblFa　Ken　6yspblrbl（7月の・25　S・アルマアタへ来い・その命
令）（ちなみに，トルコ語ではこのタイプの表現が可能である（藤家1995）cf．25　Temmuz
Ankara’ya　gel　emri）
　以下，このグループに入ると思われる名詞を簡単にみておこう。
　照ayan「返事j
　MeK　6aPMa”MblH　RereH｝KayaH「私は行かないという返事」
やはりAereHは必要であり，　AereKのない次の表現はいずれも非文法的である。
　＊MeH　6aPMaPtmsm｝xayafi（私・行かない（終止形）・返事）
　＊　MeH　6aPMaPtrmiK　maya6bi（私・行かない（終止形）・（その）返事）
　＊　MeH　6ap燃翻旙｝Kayan（私・行かない（分詞形）・返事）
　θceK「うわさ」
　Hyp6eK　emai　xxereH　oceKTi　eCTilliM．「ヌルベクが死んだといううわさを聞いた。j
eceKもRereKを必要とする。　nerel｛がないと非文法的になる。
　＊　H￥p6escθ研iθceKTi　eCTiniM．（ヌルベク・死んだ（終止形）・うわさを・聞いた〉
分詞形によることもできない。
　＊｝鞠6eKθ肝eH　ecescTi　ecTi及泌．（ヌルベク・死んだ（分詞形）・うわさを・聞いた）
　TenerpaMMa「電報」
　撫b！欝aKaTblHacaHbl3　nereH　TeEerpaMMa　Kemi．「会議に参加しろという電報が来た。」
これもはや舷ereヨが介在する。
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　以上のことから次のようなことが言えるであろう。発話の名詞は修飾部にllereHを伴う。そし
て6￥itPblKのように多少鋼限のあるものもあるものの，　Eereffの前には平叙文，疑問文，命令文
など，完全な文が来る。分詞形による修飾は認められず，epTeH　AxMaTblFa　6apaTblK　xaτのよう
に，分詞形による修飾にすると内の関係として理解されるものもある。
思考の名詞
　思考の名詞には意味的に醗「考え」，n凱ip「考えj，撒eT「気，意図」，　KYMeH「疑い」，　Y面T
r希望」等が入ると考えられる。日本語では発話の名詞と思考の名詞を区別する必要があるが，
カザフ語では区別する必要があるのだろうか16＞。
　o財考え」
　笈｛aROHMfiFa　6aPbill　o躍MblH　EereH　o轍M「El本へ行って勉強する考え」
othの前に来る修飾部にはやはり，Reregがある。　nereHがないとそのままでは非文法的である。
　＊｝MafiOHMmra　6aPbm　OKMMblH　oitb1M（日本へ・行って・勉強する（終止形〉・考え）
nereHがない場合でも分詞形にすると文法的な表現になる。
　eWaaoaufiFa　6aPbm　O纈Tb王猛碗b秘（日本へ・行って・勉強する（分詞形）・考え）「日本へ行っ
て勉強する考え」
　niK圭P「意見」
　HYp6eKTill　aptTKaH51　XX￥pblc　eMec　nereH雛Kip痴ecτi康M．「ヌルベクの言ったことは正しくない
という意見を聞いた。」
やはり，llereHが現れている。
　SCYM∂H「疑い」
　HYP6eK政砿Ypnanbl　kereH　I£YMeffMeK　KonFa　a恥田π疑．「ヌルベクは羊を盗んだ疑いでつかまっ
た。j
SCYMeHを修飾している部分にはやはりEereHがある。日本語では「羊を盗んだ疑い」のように
「という」がなくてもかまわないがKYMeHにはllereffが必要である。＊　H￥p6eK　K碗YP澱a脚
rCYMeHMeH　KonFa　aliblHnbl．分詞形を用いるとnereffがなくても可能になる。
　H￥p6eK殺磁ypnaFaH　KYMeHMeH　KOIIFa　anblffEbl。（ヌルベク・箪を盗んだ・疑いで・つかまっ
た（Komea翻yつかまる））「ヌルベクは羊を盗んだ疑いでつかまった。」
　HvaeT「気，意図」
　この語はB本語訳をどのようにつけるかによって扱いが変わってくる。すなわち，「意図」と
訳すと後で述べる半叙述性の名詞に入れなければならなくなる。このような問題はもちろんHvaeT
だけに限っ．たことではない。とりあえず思考の名詞に入れておく。
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　H￥p6eKTiH　opblcma　oKKMblH及ereヨHMeTi｝xosc．「ヌルベクにはmシア語を勉強するつもりがな
い。」
やはil　nereHが現れ，　nereffの前には一人称単数現在形が来ている。
そして，この場合三人称単数形にすることはできない。
　＊Hyp6eKTiu　OPblcma　OSCHnbl　EereK　HweTi｝1｛OSC．
つまりより正確に訳すと，「ヌルベクには「ロシア語を勉強する」という気がない。」というよう
になる。この点を考えると半叙述性の名詞ではなく思考の名詞に入れる方が妥当である。分詞を
用いた次のような表現も可能である。
　H￥p6eSCTin　OPblcma　OKKTblH畷eTi｝ICOK．「ヌルベクにはロシア語を勉強する気がない。j
　YMiT「希望」
　HYp6eM搬acTaHaFa　6apbm｝KYMbic　icTest　6謡60澱a醗H　Merell　YMiTi　6ap．　Yヌルベクは都へ出
て仕事をして金持ちになる希望がある。」
　思考の名詞についてまとめると次のようになる。思考の名詞に入る名詞はnereHを伴う。ただ
し，分詞を熔いた表現が可能なものもあり，分詞形を用いる場合はEereKを伴わない。
コトの名詞
　コトの名詞にはic「こと」，　omaFa「事件」，　TYC「夢」，　MYMKiHfliK「可能性」，照yiB「危険」等
が入ると考えられる。この種の名詞は事柄の内容を修飾部で表す。日本語ではコトの名詞は修飾
部に「という」があってもなくてもよいと言われている（寺村1980）。
　ic「こと。事二実」
　HYp6eK　Ca帥a疑b取6ec｝1｛bM　6Ypbm　AMaH6011MeH　YimeHreH　iciH　6i”reH　｝i｛oK．「ヌルベクはサイ
ラが5年前にアマンボル（人名）と結婚したことを知らない。」
yPtAellreffは分詞形である。分詞形のかわりに終止形S－　nereHを用いた次の表現も可能であるが少
し不自然である。
　？HYp6eK　Ca即aH疑疑　5　｝駅b班6￥pblH　AMaH60nMeH　YdweH”i　EereK　iciH　6iπreg　H｛oK。
　OKMFa　「事｛牛」
　分詞形を用いた表現，終止形｛一　uereHを用いた表現のいずれも可能である。
　HYp6escTiH即e3瓢e登TTi　eemxxipreH　o珊Facb聡6i刀ec擁6e？「ヌルベクが大統領を殺した事件を
鷺は知っているか。」
　HYp6eK　ilpe3xneHTTi　ellEipRi　uereH　oscxFaHbl　6i涯ec職6e？（ヌルベク・大統領を・殺した　（終
止形）・nereH・事件を・知っている・か）終止形で修飾する場合はnereHが必須である。
　＊Kyp6esc　Rpe3xneHTTi　eAAipni　oKMFacblH　6ixeciH　6e？（ヌルベク・大統領を・殺した・事件
を・知っている・か）
　MYmxiHntK阿能性」
52
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論集第16暑　　く1996年）
　exeM　akaMAapblffblK｝xep　mapbBa　K6πeT援MYMsciHlliri｝Ko｝｛eMec．「宇宙人が地球に来る可能性
はゼロではない。j
KeneTiHは分詞形である。発話の名詞や思考の名詞とは違って，分詞形が現れる。さらに，動名
詞を用いた表現もある。
　9JleM　anaM［laPSIHblR｝Kep　HlaPb玉Ha　Ke丑y　MY瓢K盈及iri｝KoK　eMec．
Kenyが動名詞である。ちなみに，　nereffを伴った表現も可能である。
　eneM　a及aMllaPbl｝至｛ep鐵apb三Ha　Keneβi及ere鷺　MYMKiH以iK）KOK　eMeC．
　難ayi難　「危険」
　MvaKi　eTTi）欝翻H　60nca　aypbm　KanaTblH　Iくay加60naAbl．「生の肉を食べると病気になる危険
がある。」
（ayPbm）Ka”aTblHは分詞形である。動名詞を用いることもてきる。
　H茎KI£i　eTTi｝1｛e勇Ti㍊60丑ca　aypblH　釈aJ王y　Kay韮i　60Jla瓜b三．
RereKを用いた表現，
　？H1蹴i　eTc｛ri｝KeblTiK　60∬ca　ayblpbm　Kafiallbl　RereK　Kayig　60nanbi．（生の・肉を・食べる・と・
病気になって・しまう・AereH・危険・ある）は不自然である。
　TYC「劉
　HYp6el¢CaptpaHbl　H｛036apblc｝ll｛en　Kotwall　TYc　Kepni．ギヌルベクはサイラをトラが食べてしま
う夢を見た。」
この場合も分詞形を用いている。ただし，「夢」などは，必ずしも修飾部が名詞の内容を表して
いるとは考えられないことがある。例えば，「夢で花子が虎に食べられた」のように，内の関係
の解釈も不可能ではない。「夢」などは区別して考える必要もありそうである。
　上で見たように，コトの名詞は発話の名詞と違って修飾には分詞形が用いられる。終止形＋n
ereNによる修飾が可能なものもあるが，　Kayinのように，終止形一F　llereHによる修飾が不霞然な
ものもある。
感覚の名詞
　このグループにはitic「におい］，　ny6ip「音」，6e曲e「姿・光景］，　Aayblc「声」，　cbI6blcヂ気配」
等が入ると考えられる。感覚の名詞は感覚の内容を修飾部で表すことができる。日本語の感覚の
名詞は修飾部に「という」は入らないとされている（寺村1980）。
　蹟c「においj
Koth　e畑ecaKTaraR　uic「羊の肉を焼くにおい」
KaKTaFaH　sa分飼形である。分詞形の代わりに終止形＋齢r磯を用いることはできない。
　＊聡0賃　eT1H　Ka冠Ta双bl　nereH　鍍1C
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　なお，内の関係による修飾，「羊の肉を焼く人」は，
　政0勇　eTIK　KIaSCTaFaH　KIC1
で，
K磁etriH　KaKTaFaHは全く岡じであるところが興味深い。
　躍6ip「音」
　照bl駅b王IIIanKblnaFaH　AY6ip　eCTiπeAi．「馬が駆ける音が聞こえる。」
分詞形lllanKbMaFaHが爾いられ，終止形＋nereHによる修飾はできない。
　＊）ICbmKbl照a羅双b王澱aFa三｛　双Y6ip　ec孚iJle双i．
　6e鋤e「姿j
　K涯acTa　o殺y田blJlaP及b1｝ミ笈（aftoH　TiniK　Y益pe題n　｝鼠aTKaH　6e拠｛eci　6iniHeAi．
　「教室で学生が日本語を学ぶ姿が見える。」
やはり分詞形が用いられ，終止形牽　mereKを用いることはできない。
　＊】K”aCTa　OKy田bma茎）AblH　maaKOH　Ti垣R　Y鍵｝e磁疑　｝KaTaEbl　AeFeH　6e叢翼eCi　6iJli薮e磁．
　EayblC「声」
　｝・IYP6eKTiu　eH　aAblTwaH　xxayblCbl　ecτiπe海．　「ヌルベクが歌を歌う声がする。」
xxayblcも修飾に分詞形が用いられ，終止形＋　llereHを用いると非文法的になる。
　＊ff［YP6eKTiH　eff　athblTaRbl瓜ereH　疋ayblCb王eCTiJle皿i．
　Cbl6blc「気配」
　MblCblKTblH｝xaKbmnarar｛Cb16blCbl　6iπiH廊．　「ネコが近づいてくる気配がした。j
　Cbl6blcも同様に分詞形による修飾は可能であるが，終止形＋　nereHによることはできない。
　以上見たように感覚の名詞はその修飾に分詞形が用いられ，終止形＋nereHによる修飾はでき
ない。この点，分詞形による修飾が不可能で終止形鷺er畷による修飾が可能な，発話の名詞と
は反対である。なお，「羊の肉を焼くにおい」のような表現はトルコ語では児られないと欝われ
ているが，カザフ語では分詞形を爾いることによって日本語に似たタイプの表現が可能であるこ
とが興味深い。
半叙述性の名詞
　半叙述性とは，修飾部に主格の成分が現れないという意味である（寺村1980）。例えば，「癖」
「約束」等に内容修飾的にかかる動詞の主体は常に「持ち主」あるいは「仕手」であり，それ以
外ということはない。例えば「太郎には花子が貧乏揺すりをするくせがある。」「太郎は花子が刑
務所に入った経歴がある」等とは普通言わないであろう。カザフ語でも岡様に修飾部に主格の成
分が現れないかどうかは後に検討する（原理的には現れないはずである）。
　意味的にみてこのグループに入ると考えられるものには，蹟He3「性質」，　eneτ「習慣」，τaF醐p
「運剣，6aFblT「方針」，あまり一般的な語ではないがKemipMe「経劉等がある。
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　磁He3ド性質」
　HYp6eKTiK　cRopT　nporpaMma刀apbrH　scepce　60nllbl　SCbl3blll　KeTeTiH瓶He3i　6ap．「ヌルベクはス
ポーッ・番組を兇ると熱狂する性質がある。」
eMeT階慣」
　scYHiHe　TopT　peT　MoHmaraτYceTiH　eneT「日に4回シャワーを浴びる留慣」
孚a恥lp「運命」
　HYp6侃丁擁AnMaTbmaθπeT搬TaFxxblpblH　TeK　KYIIasc　FaHa　6i涯e滋．ヂヌルベクのアルマアタで死
ぬ運命を神様だけが知っている。」
　6ar疑丁　「プデ金卜」
　θHnipicTi　6ec　ece　apTτblpaTblH　6aFblT「生産を5倍に増やす方針j
　KemiPMe「経歴」
　1－lyp6eKTiH　llθpMere虹preH　Ke斑ipMeci　6ap．「ヌルベクには刑務所に入った経歴がある。」
このように，分詞形＋名詞のパターンをとることが多い。ただし，6aF硲は次のように動名詞形
を用いた表現も可能である。
　θHnipicTi　6ec　ece　apTtrb1py　6arblTbl「生産を5倍に増やす方針j
　ところで，これらの半叙述性の名詞は日本語では主語が立たないと言われている（寺村1980）
カザフ語ではどうなのかチヱックしてみよう。
　上の例は，「属格形の名詞幸分詞幸非修飾名詞」という構造になっていて，分詞の主語は現れ
ていない。～見主語のように見えるHYP6eSCTillは分詞にではなく被修飾名詞にかかる。被修飾名
詞には所有接尾辞が付き，上の例ではHYP6eKT敏を受けている。ためしに薮YP6eK蜘をMe細
「私の」にかえてみると，所有接尾辞もそれに落じて一人称単数形の所膚接昆辞である一泌にか
わる　（懸eH擁cmopτllporpaMMacbm　KepceM　60孤bl　Kbl3b1n　KeTeTiN　MiKe3iM　6ap．ド私にはスポー
ッ番組を見ると熱狂する性質がある。」）。つまり上の例では主語は立っていない。それでは無理
に主語を立てると，
　＊HyP6eK　cRopT　nporpaMMallaps　H　1£θpce　60nnbi　Kbl3bm　KeTeTiH　MiHe3i6ap．
となるであろうがこれは非文法的である。
　これと嗣じように被修飾名詞に所有接尾辞が付く例は発話の名詞を修飾する場合にもあった。
今，属格形の名詞と名詞の所有者の開係を見てみると，MiHe3iの所膚者はHYP6eK、　Kbl3blrr　KeTeTiH
の主語はやはりH￥p6eKである。！£evaiPMeciについても，所有者はHYP6eK，　KipreH動作主もやはり
H￥P6eiCである。
　このように，半叙述性の名詞では，名詞の所有者と動詞の主語は一致している。一方，他のグ
ループの名詞の場合，例えば発話の名詞では，C鋤paH圃Hyp6esc　A腿a7b三Fa　Ke3Ei八ereg　xaThlll
OKblnblM．「ヌルベクがアルマアタへ来たというサイラの手紙を読んだ。」
のように，xaTの所有者は，　Ca㈱aで，　sce”Eiの主語はHyp6eifのように，名詞と修飾部の主語が
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一致しないこともある。
相対性の名詞
　このグループに入る名詞の修飾法は一見，内の関係に似ている点もあるが，意昧が相舛的にな
るという点で大きく違っている。「右」「左」「前日」「翌日」r原因」r結剰等がこのグループに
入る。例えば「翌日Jについて見てみると，「ヌルベクが来日した翌日東京では大雪が降った。」
という例では，内の関係のように「翌日」に「ヌルベクが来日した」のではない。「翌日」に何
があったかというと修飾部の「ヌルベクが来日した」ではなく，「東京では大雪が降った」であ
る。ヌルベクが来日したのはその「前朗であると考えられる。同じように，「太郎はタバコを
吸いすぎた結果病気になった。」では「結果」の内容，つまりタバコを吸いすぎてどうなったか
というとゼ病気になった」であって，「結果」を修飾している「タバコを吸いすぎた」ではない。
ヂタバコを吸いすぎた」は意味的にはヂ結果」ではなく「原因」である。相対性の名詞とはこの
ようなもののことである。
　結論から先に言うと，相対性の名詞は，カザフ語では日本語のような修飾方法をとらないこと
が多い。H本語には例えば，
「私が座った左に花子が座った。」
「太郎が日本に着いた翌日東京では大雪が降った。」
のような表現があるが，これらはカザフ語では分詞形プラス絹文す性の名詞で表すことができない。
　＊MeH　OT即raH　coπ｝1｛al£Ta　HYP6esc　OTblPkbl．「私が座った左側にヌルベクが座った。」
ただしこの文のつぎのような解釈は可能である。ヌルベクは私の左側に座ったのではなく，私が
座っている，何かの左側に座った（ヌルベクも私も共に左側に座った）。つまり，内の関係の修
飾である。
　いまひとつ別の例を見ておくと，
　ePTea「翌日」
　＊HYp6eK照ailoHMfipa　KellreH　epTe瓢e　CroKitoAa聡醐耳scap｝Kay恥1．（ヌルベク・日本へ・来
た（分詞形）・翌日に・東京で・たくさんの・雪・降った）
また，轡うまでもないことだが，終止形＋　EereKを用いた表現も不可能である。
　＊　MeH　oτblpllblM　nereH　con｝ffaKTa　HYp6eκoTblpllbl．（私・座った（終止形）RereH左・側に・
ヌルベク・座った）
　＊HYp6esc　mallogxfiFa　Ke3Ei　nereH　epTeHxxe　ToKKoRa　Ka」lblH　Kap）1｛aYkbl。（ヌルベク・日本へ・
来た（終止形）・kereg・翌日に・東京で・たくさんの・雲・降った）
　このように，相対性の名詞は動詞の分詞形や終止形による修飾はできないわけだが，次のよう
な例はある。
　eKi　ce3双敏rwxi　KOHiiaKblnYb1HblK　HeTitllceciHxxe　6ip　ce360Xkbi．「二つの語が頻繁に使われたこ
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との結果として一つの語になった。」
これは動名Ell　iCOSAaHbmyを用いた表現であるが，　Koxnagbmyは属格語尾をとっていて被修飾名
詞もそれに応じて三人称の所有接尾辞をとり，タイプとしては名詞による名詞修飾になっている。
このようなものを動詞による修飾としていいかどうかは疑問である。いずれにしても動名詞によ
る修飾とは何であるかはあらためて考えなくてはならない問題である。
まとめ
　発話の名詞，思考の名詞，コトの名詞，感覚の名詞，半叙述性の名詞，梢文す性の名詞について
それらがとる修飾部を形の違いによってまとめるとつぎのようになる。
「終止形十nereH　十名詞」…　　発話の名詞・思考の名詞・コトの名詞の～部
「分詞形＋名詞」…　　思考の名詞・感覚の名詞・半叙実性の名詞
　（直接）名詞修飾にならないもの…　　糧対性の名詞
　この他に動名詞による修飾もあった。
　修飾部の形と被修飾名詞の関係を通して，はじめに行った被修飾名詞のグループ分けを検討し
てみる。梢対性の名詞は分詞形による修飾も終止形＋RereHによる修飾もできない，つまり外の
関係による修飾ができないという点で明らかに他のものと異なっている。発話の名詞も分詞形に
よる修飾が不可能という点でこれも他のものと異なっている。思考の名詞とコトの名詞について
はグループとしてはとりたてて書うほどの特微はない。ただ，コトの名詞に入れたic，　Kay短は
AereHを伴った修飾にやや難があることから，「終止形＋nereKによる修飾が不自然」なグループ
としてこれらを独立させることも考えられないわけではないが，不可能ならともかく，不自然な
だけではそこまでする必要はないと思われる。半叙述性の名詞は主語なし分詞による修飾をとる。
感覚の名詞も修飾部に分詞形が来るが，終止形＋　ncreg　eこよる修飾が不可能という点で思考の名
詞やコトの名詞とは異なっている。発話の名詞は終止形÷xxereHによる修飾しかできず，一方感
覚の名詞は分詞による修飾しかできないという点で両者は両極にあると言える。このように，各
グループとその修飾部の形との間には関係が明らかに認められ，カザフ語においてのこのような
グループ分けは十分意味のあることである。
　つなぎのことばについて見ておくと，修飾部が独立の文に近いものであるほど，それと主名詞
を結びつけるつなぎのことばの必要度が高く，逆に修飾部がはっきりと陳述性のない，単に「コ
ト」を表すだけのものであることには，日本語では「という」の介入は許されず，英語では内容
がthat節で表せず不定詞か前置詞句の形をとるという現象が見られると言われている（寺村
1980）。この点をカザフ語について検討してみる。
　まず，修飾部が独立の文に近いものであるときは，必ずつなぎのことばEereHが必要である。
RereHを介せば，修飾部には平叙文たけではなく疑問文や命令文も来ることができる。修飾部に
分詞形が来る場合は分詞の前に主語が立つタイプと立たないタイプに分けられるが，いずれの場
57
カザフ語の名詞修飾表現
合もつなぎのことばとしてのxxereffを被修飾名詞との間に介在させることはできない。本稿では
詳しく触れることはできなかったが，独立した文からはいちばん遠いものであると考えられる，
動名詞による修飾もやはりRereffを必要としない。
　以上のようなことから，カザフ語においても，外の関係においては被修飾名詞とそれを修飾す
る部分の形には明らかな関係が認められる，と言うことができる。
6．おわりに
　以上，カザフ語の名詞修飾表現についてみてきたが，それによって以下の点がわかった。　1）
格語尾の付いた名詞による修飾では，格語尾の付いた名詞が直接他の名詞を修飾できる場合があ
る反面，奪格語尾の付いた名詞のように他の名詞を直接修飾することが難しいものがある。そし
てまた，つなぎのことばとしての一riのはたらきは非常に限られている。　2）動詞による修飾
では，いわゆる「外の関係」による修飾では被修飾名詞の持つ意味とそれを修飾する部分の形に
密接な関係がある。
　本稿ではあまり深く探ることのできなかった動名詞などの問題を含めて今後はより一層の研究
を進めていきたい。
注
1）出典を明詑していない用例は作例，またはインフォーマントから得たものである。作例についてはすべて
　　複数のインフォ　一一マント（全員三十代男性）の校閲を受けている。また非文法的であるかどうかも複数の
　　インフオーマントの判断による。
2）訳語はトルコ語の品詞の日本藷訳（勝磁1986）等を参考にした。
3）Cbl611blp－Cbl6Rblpヂカサカサ」等のいわゆる擬音語がこのカテゴリーに入る。
4）助詞と訳したが日本語の助詞とはかなり異なるものである。
5）三人称の所有接尾辞一i～bl～Cbl～ci。
6）KO3blKYPtPblK（子羊・しっぽ）「きのこ」のように所有接尾辞が付かない複合語もある。
7）名詞用法の形容詞，動名詞等にも付く。
8）－lleは位格，－reは与格語尾。
9）ここでは主にGeng（1989＞の記述によった。用例もGeng（1989＞によった。ただし入名等をかえたも
　　のもある。
lG）婦入が所有している囎子がすべて婦入帳とは限らない。
11）作例。
12）ごくまれな例としてC◎Hllla　aπmH脚Kana登ajlanbl．のような醗詞がそのまま名詞を修飾する例もある（K
　　載丁：668）。
13）動名詞に一y形以外の他の形のものを入れる説（KKT等）もあるが本稿ではGeng（1989）に従い一y
　　形だけをとりあげる。
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14）カザフ語の正書法では名詞述語文の主語と述謡の聞にハイフン“一”を入れる。
15）Geng（1989）の例Q
16）臼本語で発話の名詞と思考の名詞を臨別する理由は「という」が必須かどうかの違いによる。
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